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   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月16日(2008.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　精製抗Ａβ抗体を含有するヒト患者に投与するのに適した医薬組成物であって、該抗体
が、Ａβペプチドを内在的に産生する細胞株内で発現され、このような細胞株から精製さ
れた該抗体が、検出不能な濃度または許容可能な低いレベルの内在的に産生されたＡβペ
プチドを有する医薬組成物。
【請求項２】
　抗Ａβ抗体を製造する方法であって、
　a．Ａβペプチドを内在的に発現する細胞において該抗体を発現し；
　b．該細胞を培養するのに用いた培地に、β－またはγ－セクレターゼ阻害剤を加え；
次いで
　c．検出不能な濃度または許容可能な低いレベルの内在的に産生されたＡβペプチドを
有する該抗体を、培養培地から精製する；
ステップを含む方法。
【請求項３】
　γ－セクレターゼ阻害剤を該培地に加える請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　該細胞が、哺乳動物細胞である請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　該細胞が、ハムスター、ヒトまたはマウス細胞である請求項２または３に記載の方法。
【請求項６】
　該細胞が、ＣＨＯ、ＨＥＫ２９３ＰＥＲ．Ｃ６およびＮＳ０細胞から選ばれる請求項２
または３に記載の方法。
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【請求項７】
　　抗Ａβ抗体を製造する方法であって、
　a．Ａβペプチドおよびα－セクレターゼを内在的に発現する細胞において該抗体を発
現し；
　b．このような細胞内でα－セクレターゼ活性を増加させ；次いで
　c．検出不能な濃度または許容可能な低いレベルの内在的に産生されたＡβペプチドを
有する該抗体を、細胞を培養するのに用いた培地から精製する；
ステップを含む方法。
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